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今
回
は
、
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要
介
護
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
　
　
　

新
規
の
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
課
・
北
部
振
興
局
・
各
支

所
窓
口
に
申
請
し
ま
す
。

更
新
の
場
合
は
、
高
齢
福
祉
介
護
課
・
北
部
振
興
局
・
各
支

所
窓
口
に
申
請
し
ま
す
。

②
訪
問
調
査
・
主
治
医
意
見
書

市
の
調
査
員
が
自
宅
を
訪
問
し
聞
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
、

か
か
り
つ
け
医
に
心
身
の
状
態
に
つ
い
て
意
見
書
の
記
入
を
依

頼
し
ま
す
。

③
審
査
・
判
定

調
査
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
湖
北
地
域
介
護
認
定
審
査
会
が

審
査
し
、
要
介
護
状
態
区
分
を
判
定
し
ま
す
。

④
認
定
・
通
知

判
定
に
基
づ
き
要
介
護
認
定
を
行
い
、
区
分
（
要
介
護
１
〜

５
、
要
支
援
１
・
２
、
非
該
当
）
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑤
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
決
定

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
決
定
し
、
右
記
担
当
課
ま
で
届
出
書
を

提
出
し
ま
す
。（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
代
行
も
可
能
）

⑥
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

認
定
結
果
を
も
と
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

⑦
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

※
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に

紹
介
し
ま
す
。

■問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
7
６
５
‐
７
７
８
９
）

知
っ
て
く
だ
さ
い
介
護
保
険

（
第
１
回
）

みんなで鉄道・バスに乗ろう！～地域で支える公共交通～
■問都市計画課交通対策室(7６５－６５６２)

市では、皆さんの生活を便利で豊かなものにするため、地域の交通手段の確保に取り組んでいます。

鉄道とともにある人々の暮らしや旅情を感じる風
景など、北びわこと鉄道を感じる写真を募集します。
どなたでも応募できます。

【テ ー マ】北びわこ地域の鉄道のある風景
※必ず長浜および米原、高島市内で撮影し、鉄道車
両・駅舎・線路・旅客・信号機など、鉄道に関わ
る被写体が写っていること。

【応募締切】９月12日（金）必着

【応募方法】作品は１人２枚まで。応募票に必要事項
を記入のうえ作品の裏面に貼付し、直接
または郵送で下記まで。(応募票は市ホ
ームページからダウンロードできます)

フォトコンテスト作品募集

高齢者には「小判手形」・「余呉パス」
湖国バスの「小判手形」は65歳以上、また余呉バス

の「余呉パス」は61歳以上に限定して、１か月2,000

円(平成26年７月現在)からの定期券があります。乗車

の際に定期券を提示いただくと、湖国バスは１乗車

100円で、余呉バスは１乗車200円で利用できます。

大変お得ですの

で、買物や通院な

どにぜひご利用く

ださい。

バス定期券は通信販売が便利
湖国バス㈱では、定期券をＦＡＸで申込む通信販売

サービスを４月から実施しています。

①専用申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ(０７４

９－２２－３３１６)で申込み。

※申込書は各販売窓口でお求めいただくか、湖国バス

㈱ホームページからダウンロード可。

②ＦＡＸ後、必ず下記まで電話をお願いします。

③電話時に代金の振込先をお伝えし、支払いの確認後

に定期券を送付します。

■問湖国バス㈱(7０７４９－２２－３３０５)

問合せ・応募先
鉄道を活かした北びわこ地域活性化検討委員会
事務局〈米原市役所防災危機管理課〉
〒５２１－８６０１　米原市顔戸４８８番地３
7５２－６６３０

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
が
犯
罪
や
非
行
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
直
り
を
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
築
く
た
め
、
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
浜
市
推
進
委
員
会
で
は
街
頭

啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、「
た
く
ま
し
く
伸
び

よ
う
伸
ば
そ
う
長
浜
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内
19
地

区
の
青
少
年
育
成
会
（
会
議
）
と
65
の
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
・
協
力
し
て
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

長
浜
市
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

明
る
い
家
庭
づ
く
り
、
心
と
心
が
通
い
合
う
学
校
・
職

場
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

〈
あ
い
さ
つ
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
〉

○
家
族
み
ん
な
で
元
気
に
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
よ
う
！

○
学
校
や
職
場
で
明
る
い
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
よ
う
！

○
「
あ
い
さ
つ
」
が
と
び
か
う
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す

す
め
よ
う
！

青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
盤
と
な
る
家
庭
。
そ
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
明
る
い
家
庭

づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

「
家
族
の
絆
」
や
「
地
域
社
会
と
家
族
」
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
標
語
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

７
・
８
月
は

「
長
浜
市
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の

標
語
を
募
集
し
ま
す

■問社会を明るくする運動長浜市推進委員会事務局
〈社会福祉課内〉(7６５－６５３６)

■問
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局
〈
生
涯
学
習
・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
〉（
7
６
５
‐
６
５
５
２
）

■問
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局
〈
生
涯
学
習
・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
〉（
7
６
５
‐
６
５
５
２
）

①
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る
運
動

・
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
声
か
け
運
動

・
「
滋
賀
県
民
総
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
推
進

②
環
境
浄
化
・
非
行
防
止
活
動
の
推
進

・
「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
巡
回
活
動

・
有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を
守
る
活
動
の
推
進

③
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

・
「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」
の
普
及
啓
発

・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
募
集

重　点　活　動

区　分

小・中学生

高校生

一　般

応募点数

１人１点

１人２点

以内

募集期間

７月７日(月)

～

７月18日(金)

応募先

市内各学校

市内各公民館
または事務局
〈本館２階〉

※優秀作品は「長浜市青少年育成市民のつどい」で表彰します。

また、入選作品等を巡回展示して啓発に活用します。


